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か
る
か
や
山
西
光

寺
は
、

答
光
寺
の
門

休
の
　

苅
萱

親

子

地
蔵

尊

」
　（
苅

萱
上
人
作

は
市

指
定
重
要

文
化

財
）

を

ご
本
尊

と
し
て

安
置

し
て
お

り
ま

す

。

ま

た

、
絵
解

き
を

現

在

に
蘇

ら
せ

た

「

絵

解

き

の
寺

」

と
し

て

も

知

ら

れ

、

江

戸

時

二
幅
が
寺
宝
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
ま

す

。

苅

萱

道

心

と
は

、

筑

前
の
国

守
で

苅

萱
の
荘
に
暮

ら
し
て
い
た

加

藤
左
衛

門
重

氏
が
出

家
し
て

名
乗
っ
た
法

師

名
で

す

。
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市街地から車で10 分。善光寺平一望の小高い場所に開

かれた荘厳静寂な霊苑です。観音さまの大きな慈愛の光

と充実した設備の墓所で、故人と静かに語り合う時間を。

ご希望の方は随時見学も出来ます;　、｡
－　　　　｡･S　｡● J･･

高
野
山
で

修
行

し

、

後
に
善

光
寺

如
来

に

導
か
れ
、こ
の
地
に
下
り

、
草

庵
を

開
き

、
日
々

善

光

寺
へ
参

詣

し

な

が

ら

地

蔵

尊

を

刻

み
、

念

仏

を

広

め

ら

れ

た

の
で

し

た

。

善

光

寺

と
の

深

い
縁
で

結

ば

れ
た

当

山

は

、

そ
の
昔

、

善

光

寺

南
大

門

と
も

称
せ

ら

れ
、

善

光

寺

参

詣

の
人

々

が
必

ず

立

ち

寄
っ
て

い
く

寺

と
し

て

栄

え

て

き

ま

し

た

。

ま

た

界

隈

は

、

石

童

丸

に
ら

な
ん
で

石

堂

町

と
呼

ば

れ
、
当

山
が
広

く

庶
民

に
親
し
ま

れ

慕

わ
れ
て

き
た

こ

と
が

し
の
ば

れ
ま

す

。

境

内

に
は

、

苅

萱

上

人

・
石

金

丸

御

親

子

の

銅

像

や

苅

萱

塚

、

信

濃

新

四

国

霊

場

石

碑

、

大

師

堂

（

園

通

殿

）
、

長

野

県

最

古

の

芭

蕉

塚

、
一
茶

句

碑

な

ど

が

あ

り

、

八

百

年

の

歴

史

と
伝

統

に

支

え

ら

れ

た

慈

愛

の
灯

が

、

今

な

お

消

え

る
こ

と

な

く

受

け

継

が

れ
て

お

り

ま

す

。

Ｓ
　

い

ｙ

゛

、

？

．Ｊ
一
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絵

解

各
ご
・
宝

物

拝

観

三
〇
分
五
〇
〇
円

「
苅

萱

道

心

と

石

童

丸

」
（
約
二
〇
サ

「
十

王

め

ぐ

り

」
（
約
一
〇
分
）
　
　
　

。

紙

芝

居

「
石

童

丸

の

お

は

な

し

」

（
約

一

〇

分

）

●

西光寺本堂での「苅萱道心石童丸 ，の絵解き風景

解
ぎ
の
世
界

今
か
ら
お
よ
そ
八
百
年
前
、
九
州
六
力
国
の
国
守
加
藤
左
衛
門
重

は
、
世
の
無
常
を
悟
り
、
京
の
黒
谷
に
登
り
法
然
上
人
の
弟
子
に
。

右
夜
、
延
命
地
蔵
尊
の
お
告
げ
を

受
け
、

高
野
山
に
入
り
ま
す
。

絵

解

き

は
、

説

教

・

唱

導

を
目

的

と

す

る
、

絵

画

を

用

い
た
文

芸

・

芸

能
で
す
。

そ
の
ル
ー
ツ
は
、

イ
ン
ド
に
あ

る
と

さ
れ
、

中

央
ア
ジ
ア

・

中

国

・

朝

鮮

半

島

か
ら

日

本

に
伝

わ

り

ま
し

た
。

口

演

者

の
当

意

即

妙

な

語

り

が

聴

衆

を

引

き
つ
け

る
絵

解

き
の
多

く
は
、

現

在
、

寺

社

を
中

心

に
伝

え

ら

れ
。

こ
こ

西

光

寺

で
は
、

物

語

性

豊

か
な

「
苅

萱
道

心

石
童

丸

御

親
子

御
絵

伝

」

の
絵

解

き

を
行

っ
て
い
ま

す
、

他

に

「

冥

途
へ
の
旅

立

ち

（
十

王

め

ぐ
り

）
」

の
説

明
も

行

い
ま

す
。

か
る
か
や

山

西
光

寺

は

『
善

光
寺

現

本

堂

』

建

立

の
普

請

惣
奉

行

小

山

田
平

太

夫

ゆ
か
り

の
地
、

善

光

寺

御

開

帳

大

回
向

柱

と

同
じ

木

か
ら

作

ら

れ
た
回

向

柱

が
本

堂

前
ミ

建

’・り
さ
れ
、
５
５

広

さ
ま

と
｛
リ
ご
尿

を

店
び

ま
す
。



る
と
知
り
ま
す
が
、
仏
に
捧
げ
た
身
ゆ
え
名
乗
る
こ
と
が
出
来
ず
、
「
尋
ね
し
父
は
、
り
す
４

ｔ

ｙ
ｙ

に
こ
の
世
に
な
い
」

と
告
げ
、

山
を
下
り
る
よ
う
諭
し
ま
す

。

山
を
下
リ
セ
み
る
乙
、

母
は
長
旅
の
疲
れ
か
ら
帰
ら
ぬ
人

。
泣
く
泣
く
国
に
帰
れ
ば
、
姉
も
亡
く
、
石

童
丸
は

再
び
高
野
山
に
登
り

、
苅
萱
道
心
を

師
僧
と
仰
ぎ
、
信
照
坊
道
念
と
名
乗
り

、
一
二
十
四

年
間
修
行
。

そ
の
後
、
道
心
は
、

善
光
寺
如
来
に
導
か
れ
て
信
濃
の
地
に
下
り

、
一
寺

（
今
日
の
苅
萱
山
西
光
寺
）

を
建
立
。
一
刀
一
二
礼
の
地
蔵
尊
を

刻
み
、
十
四
年
間
常
行

念
仏
に
励
み
大
往
生
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

父
苅
萱
の
往
生
を
知
り

、
道
念
も
当
山
へ

苅萱山西光寺本堂

（
木

像

・

来

迎

地

蔵

尊

像

）
◆

斟

獣

難

ド

肩

一
刈
萱
上

人
・
石
童
丸

親
子
が
、
子
授
け

・
子

育
て
の
願

い
を
込

め
て
彫
ら

れ
た
地
蔵
尊
で
、
右
手
に
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
持
ち
、

両
袖
を
風
に
な
び
か
せ
た
、
珍
し
い
貴
重
な
来
迎
地

蔵
尊
で
す
。

左

は

石

童

丸

の

母

君

・

千

里

御

前
の
御

墓

、

中

央
は
苅

萱
上

人

の

御
墓

（
信

濃

七

塚
の
一
つ
）
。

右

は

苅

萱

道

心

は
、

父

重

昌

が

香

椎

宮

に

詣

で
て

授

か
っ
た
霊

石
の
霊

験

に
よ
っ
て

生

ま

れ
ま

し

た

。

苅

萱

道

心

誕

生

譚

に
ち

な

み
、

当

山

本

堂

に

祀

ら

れ

た

漆

黒

の
石

は
、

子

授

け

・

安

産

・

子

育

て
の
霊

験

七

あ
ら

た
か
な

霊

石
と

し

て
信

仰

さ
れ
て
い
ま

す
。

刈

残

し

。自
萬

塔

ひ
や
く
ま
んｙ
’フ

長
野
市
重
要
文
化
財
。
奈
良

時
代
の
作
で
中
の
陀
羅
尼
経
は

せ
界
最

古
と
言
わ
れ
る
印
刷
。

福
徳
・
財
運
・
長
寿
の
神
と

れ
、

右

手
に
巻

物

を
付

け
Ｉ

だ
杖

を
、

左
手
に
不
老
長
寿

の
桃
を
持
っ
て
い
ま

す
．

か
な
塚
と
し
て

広
く
信
仰

さ

れ
て
い
ま
実

山
門
石
標
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西
光
寺
昨
絵
解
Ａ

パ
リ
ヘ

か
る
か
や
山
西
光
寺
は
昔
か
ら
「
絵
解
き
の
寺
」
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
絵
解
き
は
一
時
途
絶
え
て
い
ま

し
た
が
、
四
十
年
前
に
第
五
九
世
徳
響
俊
雄
住
職
夫
人
繁

子
が
復
活
し
、
第
六
〇
世
浄
警
信
宏
住
職
夫
人
環
江
が
引

き
継
ぎ
、
現
在
当
山
の
絵
解
き
は
こ
の
ふ
た
り
に
よ
つ
て

行
わ
れ
、
日
々
訪
れ
る
参
拝
者
に
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
西
光
寺
の
絵
解
き
が
、
二
〇
一
五
年
秋
（
十
月
四

日
～
十
二
日

）、
次
い
で
二
〇
一
八
年
秋
（
九
月
二
十
六

日
～
十
月
五
日
）
に
フ
ラ
ン
ス
ー
パ
リ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
阿
部
泰
郎
教
授
と
椙
山
女
学
園
大
学
伊
藤

信
博
教
授
と
の
ご
縁
に
よ
り
、
「
刈
萱
道
心
石
童
丸
御
親

子
」
と
「
六
道
地
獄
絵
」
の
絵
解
き
口
演
の
機
縁
に
恵
ま

西
光
寺
峙
庭

竹
沢
環
江

れ
た
の
で
九
　
　
　
　

ご

「
六
道
地
獄
絵
」
の
絵
解
き
口
演
は
、
パ
リ
ハ
区
モ
ン

ソ
ー
ロ
公
園
内
に
あ
る
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
美
術
館
で
開
催
、

聴
衆
は
事
前
に
募
っ
た
美
術
愛
好
家
、
研
究
者
な
ど
五
十

名
限
定
で
し
た
。
口
演
用
の
掛
け
軸
は
、
伊
藤
信
博
教
授

が
今
回
の
た
め
に
当
山
の
地
獄
絵
を
ナ
イ
ロ
ン
生
地
に
複

製
し
た
も
の
六
幅
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
口
演
は

お
羽
根
指
し
で
絵
を
指
し
示
し
な
が
ら
地
獄
の
様
子
を
語

り
、
パ
レ
教
授
が
こ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
、
聴
衆
に

伝
え
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は

時
間
の
都
合
も
あ
り
短
か
め
の
パ
リ
用
台
本
を
作
り
行
い

ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
ス
マ
ホ
片
手
に
記
録
を
と
り
な
が
ら

心　　　　　　　　　、藍 二 二
- －
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に

興

味

と

関

心

を

持

っ

て

お

聞

き

く

だ

さ

い

ま

し

た

。
　
　
　

市

局

徳

蔵

寺

（
真

言

宗

）

の

声

明

ど

名

古

屋

大

学

大

学

滞

在

中

、

別

の

日

に

は

パ

リ

か

ら

東

に

移

動

、

ド

イ
　

院

の

方

の

「
聖

徳

太

子

絵

伝

」

の

絵

解

き

口

演

も

行

わ

ツ

国

境

近

く

の

町

ス

ト

ラ

ス

ブ

ー

ル

の

ス

士

フ

ス

ブ

ー
　
　

れ

ま

し

た

。

ル

大

学

で

「
刈

萱

道

心

石

童

丸

御

親

子

」

の

口

演

を

さ
　
　
　

日

本

文

化

と

し

て

の

絵

解

き

を

、

二

度

に

わ

た

っ

て

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。
ノ
ふ
二
場

と

な

っ

た

大

学

の

講

堂
　

〈

壇

外

で

紹

介

、
ｊ
口

演

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

こ

と

は

、
「
絵

は

、

歴

史

的

か

つ

重

厚

な

建

物

で

、

二

〇

〇

名

も

の

学

…

…
解

含

の

寺

西

洸

寺

」

に

と

り

ま

し

’て

一

つ

の

エ

ポ

ッ

ク

生

と

「

日

本

の

絵

解

き

口

演

」

と

い

う

情

報

を

得

て

集

＼

と

な

る

辿

来

事

で

あ

り

、

思

い

出

深

い

歴

史

の

Ｉ
ペ

ー

ま

っ

た

近

隣

の

住

民

の

方

々

一
〇

〇

人

の

前

で

わ
・
彿

暴

ご

ご
ジ

を

重

ね

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

Ｓ
　－
　
　
　
・
　一
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

’
　。
　
　
・
　
　’・
・
し
　゚‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
　

こ

れ
ち

す

べ

て

が

、

仏

様

の

ご

加

護

の

お

か

げ

と

感

参

加

者

の

皆

さ

ま

に

は

「
絵

解

き

」

に

つ

い

て

書

か

＜

謝

せ

ず

に

は

か
ち

れ

ま

せ

ん

。

こ

れ

か

ら

も

こ

う

し

た

一
　
　
　
　
　

Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

れ

た

フ

ラ

ン

ス

語

の

テ

キ

ス

ト

を

配

布

し

こ

掛

け

軸

と
　

貴

重

な

経

験

と

多

く

の

出

会

い

を

い

た

だ

き

な

が

ら
・、

ご

大

画

面

の

ス

ク

リ

ー

ン

を

使

っ

て

語

ら

せ

て

い

恚

だ

き
　

絵

解

き

を

続

け

さ

せ

て

い

た

だ

け

れ

ば

と

思

っ

て

お

り

ま
し
た
。
普
段
や
っ
て
い
る
通
り
の
日
本
語
で
の
口
演

で
し
た
が
、
皆
さ
ま
熱
心
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

同
講
堂
で
は
、
当
山
の
絵
解
き
の
他
に
Ｓ
　ご千
葉
県
市
川

－

１

１

１

谷

｀
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　

ＳＩ Ｉ
　
’

「・
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

追
記
・
二
Ｏ
一
九
年
秋
に
は
ア
ル

ザ
ス

ー
。

欧
州
日
本
学
研
究
所

の
招
待
で
、
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

ー
メ
デ
ィ
カ
ル

図
書
館
で
絵
解
き
を
行

っ
た
。
　
　
　

合
掌

－~ － ● ‥ －　　　　　　 ・ Ｊ　_ ．_･

-I ’
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国
語

大
阪
市
内
の
小
学
校
に
通
っ

た
私
は
６
年
の
夏
、
林
間
学
舎

で
初
め
て

高
野
山
（
和
歌
山

り
に
も
悲
し
く
て
、
目
に
た
ま

っ
た
涙
を
友
達
に
気
取
ら
れ
ま

い
と
慌
て
た
こ
と
を
、
今
で
も

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。

そ
の
林
間
学
舎
か
ら
半
世
紀

余
を
経
た
こ
の
夏
、
同
じ
物
語

を
再
び
聴
く
機
会
が
あ
っ
た
。

信
濃
（
長
野
県
）
の
善
光
寺
に

ほ
ど
近
い
西
光
寺
の
副
住
職
夫

人
、
竹
潭
環
江
さ
ん
に
よ
る

「
絵
解
き
」
の

。出
張
”
口
演

が
、
東
京
都
内
の
大
学
ホ
ー
ル

で
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

絵
解
き
と
は
、
高
僧
の
絵
伝

や
寺
社
縁
起
絵
、
地
獄
絵
な
ど

の
部
噺
絵
を
聴
衆
に
示
し
ヽ

絵

の
内
容
や
意
味
を
解
説
す
る
も

の
で
あ
る
。
物
語
と
絵
、
語
り

の
３
つ
が
一
体
と
な
っ
た
、
さ

し
ず
め
視
聴
覚
説
教
と
い
っ
た

と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
も
と
も
と

は
仏
教
教
化

が
目
的
だ
っ
た

が

、

鎌

倉

時

代

あ

た

り

か

ら

芸

能

化

し

て

い

き

、

江

戸

の

頃

に

は

庶

民

の

娯

楽

の

一

つ

で

も

あ

っ

た

と

い

う

。

こ

の

日

、

竹

渾

さ

ん

は

２

幅

／‐
ｘ

「
1
＝
t
ｉ‐‐
」
4
1
1
L
4
1
 
n
l
i
d
l
.
9
1

ｓ

ａ
ｇ
ｋ
l

伝統の｢語りっ芸｣に酔った
參

清
湖
口
敏

恋

し

さ

に

母

と

と

も

に

旅

立

ち

、

父

を

尋

ね

歩

く

。

や

が

て

高

野

山

の

麓

ま

で

来

た

も

の

の

、

高

野

山

は

女

人

禁

制

。

石

童

丸

は

母

を

麓

の

宿

に

残

し

、

ひ

と

り

山

に

入

っ

て

い

く

。

奥

の

院

の

無

明

の

橋

で

一

人

の

僧

と

出

会

う

。

こ

の

僧

こ

そ

父

道

心

な

の

だ

が

、

石

童

丸

は

父

の

顔

を

知

ら

な

い

。

一

方

、

目

の

前

の

石

童

丸

を

わ

が

子

と

知

っ

た

道

心

は

涙

で

頬

を

ぬ

ら

す

。

「

お

目

に

涙

が

…

。

も

し

や

私

の

父

上

さ

ま

で

は

上

。

父

で

は

な

い

か

と

必

死

に

迫

る

石

童

丸

。

し

か

し

道

心

は

仏

道

修

行

の

身

の

ゆ

え

父

と

は

名

乗

れ

ず

、

そ

な

た

の

父

は

去

年

亡

く

な

っ

た

と

教

え

る

。

涙

な

が

ら

に

山

を

下

り

た

石

童

丸

を

待

っ

て

い

た

の

は

、

息

を

引

き

取

っ

た

ば

か

り

の

母

だ

っ

た

。

悲

し

み

に

暮

れ

て

帰

郷

す

る

と

、

姉

も

ま

た

、

こ

の

世

の

人

で

は

な

く

な

っ

て

い

た

。

天

涯

孤

独

と

な

っ

た

石

童

丸

は

再

び

高

野

山

へ

。

道

心

を

師

に

修

行

す

る

こ

と
3
4

年

。

し

か

し

父

子

が

Ｉ

堂

に

あ

っ

て

は

何

か

と

障

り

も

多

く

、

道

心

は

善

光

寺

如

来

の

お

告

げ

と

言

っ

て

信

濃

の

善

光

寺

に

旅

立

ち

、

当

地

で

往

生

す

る

。

道

心

の

往

生

を

悟

っ

［

１
１
ｒ

ｉ
ｌ
‐‐
i
l
.
.
Ｊ
｢
Ｕ

ｒ
 

ｍ

１
１

Ｓ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｓ

ｓ

ｊ

ｉ
ｒ
l

〈
こ
れ
が
蔀
夏

星

の
別
れ

に
な
ろ
う
と
は
、
神
な
ら
ぬ
身

に
は
知
る
よ
し
も
な
く
、
心
細

道
た
だ
一
人

村
過
ぎ
川
渡
り
谷

越
え
て
は
る
ば
る
登
れ
ば
、
日

は
入
合
い
の
不
動
坂
…
〉

母
を
残
し
て
石
童
丸
が
山
を

登
る
場
面
だ
。
父
子
の
別
れ
で

は
〈
親
は
子
を
知
り
、
子
は
親

を
知
ら
ず
。
愛
し
吾
子
を
前
に

し
て
、
名
乗
れ
ぬ
父
の
悲
し
み

は
、
泣
い
て
血
を
吐
く
ほ
と
Ｘ

ぎ
す
〉
。
台
本
を
声
に
出
し
て

読
ん
で
み
る
と
、
詞
章
の
洗
練

さ
れ
た
修
辞
、
巧
み
な
リ
ズ
ム

が
魂
に
ま
で
響
く
よ
う
だ
。
決

し
て
難
解
で
は
な
く
、
か
と
い

っ
て
俗
に
流
れ
て
も
い
な
い
。

そ
れ
を
抑
揚
豊
か
に
朗
誦
す
る

絵
解
き
は
明
ら
か
に
、
説
経
節

や
義
太
夫
節
、
謡
曲
、
講
談
、

浪
曲
と
い
っ
た
語
り
芸
と
同
じ

系
譜
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

竹
潭
さ
ん
は
「
苅
萱
～
」
の

ほ
か
「
十
王
巡
り
」
　「
六
道
地

獄
絵
」
の
絵
解
き
も
演
じ
た
。

こ
ち
ら
は
「
苅
萱
～
」
と
違
っ

て
軽
妙
か
つ
当
意
即
妙
の
趣
が

あ
り
ヽ
面
白
く
聴
け
る
Ｏ
ヨ
を

の

川

を

渡

っ

た

亡

者

が

裁

判

で

生

前

の

悪

行

を

言

い

立

て

ら

れ

る

と

、

「

記

憶

に

ご

ざ

い

ま

せ

ん

」

・
…

ど

こ

か

で

聞

い

た

ふ

う

な

弁

解

が

会

場

の

笑

い

を

誘

う

。

世

相

を

斬

る

饒

舌

も

「

苅

萱

～

」

に

は

な

か

っ

た

も

の

で

、

そ

れ

ぞ

れ

の

絵

解

き

の

昧

比

べ

も

ま

た

一

興

か

。

Ｒ

４
ｎ
ａ
.

ｓ
(

＆ｌ
s＆ｔ
Ｊ
ｔ
ｌ
ｓ
.

）
！Ｉ
Ｊ
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２
ｓ

Ｑ

５
’ａ

ｓ

５
 
１
 １
 ’ｒ

ｇ

ｓ

つ

た

と

い

う

。

こ

の

日

、

竹

渾

さ

ん

は

２

幅

の

「
苅

萱

道

心

石

童

丸

御

親

子

御

絵

伝

」

に

描

か

れ

た

計
2
7
の

場

面

を

、

お

羽

根

指

し

（

先

端

に

羽

根

の

つ

い

た

棒

）

で

次

々

と

指

し

示

し

な

が

ら

、

折

り

目

正

し

く

、
’
熱

の

こ

も

っ

だ

絵

解

き

を

展

開
し

て

い

っ

た

。

よ

く

知

ら

れ

た

話

な

が

ら

、

念

の

た

め

、

西

光

寺

が

発

行

す

る

『
絵

解

き
　

苅

萱

道

心

と

石

童

丸

』

の

「
台

本

」

を

基

に

粗

筋

を

紹

介

し

て

お

き

た

い

。

世

の

無

常

を

観

じ

て

筑

前

国

（
福

岡

県

）

の

所

領

も

、

身

車

の

妻

、

子

も

捨

て

て

出

家

し

た

父

（

苅

萱

道

心

）

。

後

に

生

ま

れ

た

石

童

丸

は
1
3
歳

の

春

、

父

絵解き 伝
と い に む 気 く が 供 に か　 も り24 の き た 生 善 ｊ

… …　　　　　　　　　　　　　　　　　 も ．
｀ろ が う ｀心 会 っ ¬ 亡 を 日 死 念 石 す 光4:?　

で 語 絵 ん し ち 竹 に え 尤 高 く 交 ｀か 仏 童 る 寺 ４

き り 解 子 た に
ょ
渾 突 た ら 野 な わ と ら に 丸 ゜に １

‥
丿よ.j｡･， .　　　　　　　　　　　　　　

た ご き 供 ゜蘇S さ き で ｀ 山 る さ う ２ 励 は 道 旅l:　
l
… …………

胃 ●|　　　　　　　　　　　
………
の に と で た っ犬ん 刺 あ 石 が Ｅ ぬ と 年 む

ヽ心 立 ２

…　…… …ﾉ………　　　　　
……
，　　　　　　　　 で 陶 い

は だ て の 岑 ろ 童 女 ゜ま う 後 ゜早 の ち １

．　　　．　　　　
’　　　　Ｅ･し‾　　　

●`円
’゙゙・●－ｒ`＝`‾i”r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必 蔀 う

一

塔 ’ご ざ 轟 ラ う 刄IJ　 毒 琴 酋 尹 握 律 ｊ
、
で|･!

,･･.･　
・････････　　　　　　　　　　　････.　　　　　　

る と す く 今 る 解 た に も 蔡　 に 子 同 し 信 生 当 ｀i

” ゛ ）゚ ” 本゛ 「゛ ゛」ぢ1 演 門 認 瓢 腎　
■ ｈ 盲 か 腿 二 剛 § ｉ 帽 ほ 讐 嘉 則　

゛　　　 こ し 一時 は な 聴 み 子 父 な　 丸 乗 月 心 赴 っ 往 ６

月 萱　 考 た や く ふ 間　 で が う　 く 感 が の 語 及 自
る 絵　 か の を の19 代 竹 に さ 時 っ　 比 で

！

命 道 あ え か ｀れ と 学 私 は も な 絵 ゜が 上 声 に し の 紙 ゛
絵 ら 大 継 も 年 末 潭 あ せ 期 だ 明 べ ｀ゝ １

日 心 す て と 道
だ ｀舎 は な つ 醍R

解　 聴 に や 翻 始 文 芝 語 解 ゛゙学 承 と か の 繁 た た
途 西 治 も そ1-

″ ‘ は み ｀ 心 岩 苅 を 今 か と 醐 ぎ　 衆 も 演
訳 め 化 居 り き 頼 で し ｀ ら 頃 子 る の 絶 光 の ま れ ’II

で 石 ¬ だ 幻 そ 坊
萱 思 ｀ろ 注 昧 や゙　 の 高 出 さ ゛と も の と も も

レ｀環 は だ さ 西 が え 寺 中 だ ぞlj

あ 童 ８　 °想 の　 の い 遠 う 目 に 紙　 間 め が れ 作 し ｀
３
同
し 口 ‾ 江 繁 つ ん 光 竹 だ の 頃 ‾ れ ｙ

る 丸 月　 め 大
さ
話 出 い か し ｀芝　 に ｀臨 て 品 て 今 つ ． い 演 昨.

さ 子 た で 寺 潭 と 絵 ま 興 の ‘

゜父24　 い で ん を し あ ゜て 日 居　 広 物 場 い は 海 で で
じ Ｏし 年 ん さ と ｀ 住 さ い　 で か　

ｊ

子 日　 た は μ 聴 な の　 も 本 の　 が 語 感 る 多 外 は 構
く　 た に が ん か 昭 職 ん う

警

はOSS ‘

の に　 こ な ｀ か が 日　 よ 大 こ　 っ･へ を ゜く に 日 成 物　 と は　 の ・ 和 夫 の
・ は 盛　 き ヌ

． ｀　 と か も せ ら の　 い 自 の　 て の い 演 の も 本 さ 語　 い パ

顛|

指 平40 人 義 復 ｀ん　 のXl　

祥 苅　 を つ し て ｀ 林　 の 身 よ　 い 共 や 者 言 普 独 れ ｀　
う り き 導 成 年 ｀母 活 － だ　 昧 Ｃ
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２

ｓ

」Ｑ

５

’ａ

ｓ

５
１
 １
 １
’ｒ

９

９

１

つ

た

と

い

う

。

こ

の

日

、

竹

潭

さ

ん

は

２

幅

の

「

苅

萱

道

心

石

童

丸

御

親

子

御

絵

伝

」

に

描

か

れ

た

計
2
7

の

場

面

を

、

お

羽

根

指

し

（
先

端

に

羽

根

の

つ

い

た

棒

）

で

次

々

と

指

し

示

し

な

が

ら

、

折

り

目

正

し

く

、
’
熱

の

こ

も

っ

だ

絵

解

き

を

展

開

し

て

い

っ

た

。

よ

く

知

ら

れ

た

話

な

が

ら

、

念

の

た

め

、

西

光

寺

が

発

行

す

る

『

絵

解

き
　

苅

萱

道

心

と

石

童

丸

』

の

「

台

本

」

を

基

に

粗

筋

を

紹

介

し

て

お

き

た

い

。

世

の

無

常

を

観

じ

て

筑

前

国

（

福

岡

県

）

の

所

領

も

、

身

重

’

の

妻

、

子

も

捨

て

て

出

家

し

た

父

（

苅

萱

道

心

）

。

後

に

生

ま

れ

た

石

童

丸

は
1
3

歳

の

春

、

父

絵解き

ｉ
ｊ

ぴ
４
４
カ
ロ
し

ｌ
Ｃ
一一
ｉ
ｏ

ｒ

ｇ

ｇ

Ｑ

善

光

寺

に

旅

立

ち

、

当

地

で

往

生

す

る

。

道

心

の

往

生

を

悟

っ

た

石

童

丸

は

、

早

速

信

濃

に

赴

き

念

仏

に

励

む

。

そ

し

て

道

心

の

死

か

ら

２

年

後

の

同

じ

８

月
2
4

日

、

と

う

と

う

親

子

の

名

乗

り

を

交

わ

さ

ぬ

ま

ま

に

石

童

丸

も

亡

く

な

る

…

。

「

高

野

山

が

女

人

禁

制

で

な

か

っ

た

ら

、

石

童

丸

も

母

も

父

に

会

え

た

で

あ

ろ

う

に

」

。

子

供

心

に

突

き

刺

岑

っ

た

悲

し

み

が

、

竹

潭

さ

ん

の

絵

解

き

を

聴

く

う

ち

に

蘇

っ

て

く

る

よ

う

な

気

が

し

た

。

た

だ

、

今

の

私

は

怠Ｅ一
’

」
=

‐

ｘ
 
７
'‘
 。
 ’
～
”
"

で

、

そ

れ

ぞ

れ

の

絵

解

き

の

味

比

べ

も

ま

た

一
興

か

。

明

治

の

中

頃

ま

で

は

盛

ん

だ

っ

た

西

光

寺

の

絵

解

き

は

、

一

時

期

途

絶

え

た

と

い

う

。

復

活

さ

せ

た

の

が

竹

部

さ

ん

の

義

母

に

あ

た

る

西

光

寺

住

職

夫

人

、

竹

部

繁

子

さ

ん

で

、

昭

和
4
0
年

代

末

の

頃

だ

っ

た

と

か

。

平

成
1
9

年

か

ら

は

繁

子

さ

ん

の

指

導

の

も

と

、

環

江

さ

ん

が

絵

解

き

を

継

承

し

、

一
昨

年

に

は

パ

リ

の

大

学

で

も

口

演

し

た

と

い

う

か

ら

。

頼

も

し

い

。

絵

解

き

と

同

じ

く

物

語

、

む
ろ
ん
子
供
で
は
な
く
、
同
時
　

絵
、
語
り
の
３
つ
で
構
成
さ
れ

に
、
絵
解
き
と
い
う
す
ぱ
ら
し
・
る
紙
芝
居
も
、
今
で
は
日
本
独

い
「
語
り
」
に
陶
然
と
酔
う
こ
卜

自
の
文
化
と
し
て
海
外
に
も
普

と

も
で

き
た

の
で

あ
る

。IりrWJ♂r八Wa11-y長 野 市 の 西 光 寺 本 堂 で 「 絵 解 き 」 を 口 演 す る 竹 渾 環 江 さ ん

（西 光 寺 提 供 ）

及
し
始
め
、
作
品
は
多
く
の
言

語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
演
者

の
声
や
演
出
が
臨
場
感
を
い
や

が
上
に
も
高
め
、
物
語
へ
の
共

感
が
聴
衆
の
間
に
広
か
っ
て
い

く
。絵
解
き
や
紙
芝
居
の
こ
の
よ

う
な
醍
醐
味
に
、
日
本
人
自
身

が
も
っ
と
注
目
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

私
は
今
、
遠
い
あ
の
日
の
林

間
学
舎
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

ふ
と
、
苅
萱
の
話
を
聴
か
せ
て

く
れ
た
お
坊
さ
ん
は
、
も
し

や
、
道
心
そ
の
人
で
は
な
か
っ

た
か
と
、
幻
想
め
い
た
こ
と
を

考
え
て
み
た
。

あ
す
は
「
８
月
2
4日
」
、
苅

萱
道
心
・
石
童
丸
父
子
の

。祥

月
命
日
”
で
あ
る
。
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